
 
 
賃貸業において、入居者の状況を把握するのは重要なことです。また、事故や事件を未然

に防ぐために、入居済の居室に立入らなければならないこともあるでしょう。しかし、こ

こで問題になるのは「どんな状況であれば立入りが認められるか」ということ。明確な理

由もなく入室してしまうと、住居不法侵入やプライバシーの侵害といった問題が発生して

しまうこともあるのです。入居者のことを考えた親切心が、かえってトラブルを引き起こ

しかねないことを認識してください。 
 
 
■想定されるリスク 
本来、入居済の居室への無断立入はできないことになっています。ここでいう「リスク」

とは、入居者のためを思って入室したことが、トラブルに発展してしまうこと。つまり、

別表の立入り基準に従わなかった場合にオーナー側が被ると思われるリスクのことです。

基準をしっかり守ることはもちろん、当該入居者にしっかりと理由を説明でき、一切疑わ

れない態度をもって立入ることが大切です。 
 
 
住居侵入罪（刑法第 130 条等） 
・ 無断入室 
・ 明確な入室理由の欠如など 
 
器物損壊罪（刑法第２６条等） 
・ 立入りの際の玄関ドア、サッシなどの破損など 
※ 貸している物（部屋、設備、建具等）を家主が破壊しても器物損壊罪（刑法第２６２条）。 
 
プライバシーの侵害等不法行為による損害賠償（民法第７０９条等） 
・ 不必要な部分への立入り 
・ 立入る際の時間 
・ カギ交換等による入室を禁止した場合 など 
 
 
■予知・予防と事前対応例 
基本的に入居者の承諾がなければ入室できないことをしっかり理解することが、大きなト

ラブルを起こさないための一番の予防策と言えるでしょう。別表の基準をしっかり把握す

るようにしてください。また。オーナーの中には「大家と店子の関係」を履き違え、所有

者意識の誤解、過剰な親切心などにより不用意に立入ってしまうケースもあるようです。

十分注意してください。 

入居済居室立入りに関わるリスク・マネジメント 

金品紛失、窃盗罪（刑法第２３５条等） 
・ 立入り後の金品等の紛失など 
 

賃貸住宅管理のリスク・マネジメントより抜粋
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